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本事業前
の実績値

過年度 実績額

後年度 予算額

H27年度 1,419,120 指標①
妊婦一般健康診査等

交通費補助人数
115 人 H29.3 123人 110人

指標②

H28年度 1,327,320 指標③

H29年度 1,815,000 指標①
妊婦一般健康診査等
交通費補助人数

111 人 H30.3

H27年度 0 指標①
産後1箇月健康診査補

助人数
107 人 H29.3 104人

指標②

H28年度 520,000 指標③

H29年度 650,000 指標①
産後1箇月健康診査補
助人数

104 人 H30.3

H27年度 1,186,000 指標①
小児科医・産婦人科医

↓
常勤医師数

13 人 H29.3 10 10

指標②

H28年度 13,990,897 指標③

H29年度 2,375,000 指標① 常勤医師数 13 人 H30.3

H27年度 61,000 指標①
エンゼルサポート120事

業支給者数
137 人 H29.3 137人 131人

指標②

H28年度 51,030 指標③

H29年度 124,000 指標①
エンゼルサポート120事
業支給者数

132 人 H30.3

H27年度 7,117,300 指標① 保育料利用負担軽減者数 50 名 H29.3 33 48

指標②

H28年度 13,849,300 指標③

H29年度 17,832,000 指標① 保育料利用負担軽減者数 50 名 Ｈ30.3

H30年度 0 指標①

H27年度 3,646,428 指標① 利用者延べ人数 8,000 名 H29.3 8,454 7,844

指標②

H28年度 4,352,207 指標③

H29年度 4,407,000 指標① 利用者延べ人数 8,000 名 Ｈ30.3

H27年度 2,309,579 指標① 一時預かり利用日数 350 日 H29.3 299 439

指標②

H28年度 3,268,789 指標③

H29年度 3,074,000 指標① 一時預かり利用日数 350 日 Ｈ30.3

今後の方
針

今後の方針の理由

実績値を踏まえた事業の今後につい
て

平成29年度　美幌版総合戦略に係るH28事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

③ ⑤ ⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑨

外部有識者からの評価

事業内容

実績額
予算額

②

事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業につい
てはその理由（原因）等についても記載願いま

す

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記載願い

ます
指標値に対するH28実績値の内容

事業の評価
外部有識者か

らの意見

4
妊婦一般健康診査費等
補助事業

妊産婦の心身の健康の保持及び家庭の
経済的負担の軽減を目的に、妊娠に係る
健康診査及び出産のため町外の医療機関
に通院する交通費を助成（1,080円/1回、
15回を上限）

5
産後１ヶ月健康診査補
助事業

母子の心身の健康の保持及び対象となる
家庭の経済的負担の軽減のため、産後1
箇月健康診査を受診するための費用及び
受診に要する交通費を助成（5,000円）

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

　産婦人科の再開について
は町民のニーズがあるた
め、引き続き医師の招聘に
努める。

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

　産婦人科医が全国的に不足しており招聘は困難
であるが、引き続き取り組みを行う。

医師募集広告掲載料80千円
医師募集サイト広告掲載料1,126千円
医師紹介手数料（２名）12,785千円

＜常勤医師＞
内科常勤医師：３名
循環器内科常勤医師：１名
呼吸器内科常勤医師：１名
総合診療科常勤医師：２名
整形外科常勤医師：１名
泌尿器科常勤医師：１名
小児科常勤医師：１名
＜求めている常勤医師＞
外科常勤医師：１名
産婦人科常勤医師：１名
眼科常勤医師：１名

申請者数　　131人
支給枚数　14,600枚

エンゼルサポート120事業用消耗品：51,030円

乳幼児を扶養している子育て世帯の保護者に対し
て、美幌町指定ごみ袋を支給することにより、世帯
の経済的負担を軽減し、子育ての支援が図られ
た。
(実績値が指標値を下回った理由)
・出生数が想定より減少したため。

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

H28年度より開始された事
業である。今後も引き続き
補助対象者に対し制度の周
知をすることで、今までどお
り対象者全てが申請するよ
う事業を進めていく。
↓
医療に係る助成制度はこの
事業では該当しないが、今
後妊産婦に対しての助成に
ついては、妊娠前の不妊治
療等も含め、妊娠前から出
産後までの中で支援の効果
が高い助成制度の検討を
行う。

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

今後も引き続き補助対象者
に対し制度の周知をするこ
とで、今までどおり対象者全
てが申請するよう事業を進
めていく。
↓
医療に係る助成制度はこの
事業では該当しないが、今
後妊産婦に対しての助成に
ついては、妊娠前の不妊治
療等も含め、妊娠前から出
産後までの中で支援の効果
が高い助成制度の検討を
行う。

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

妊娠のリスクが
あって、札幌や
旭川の病院に
行かなければ
ならないなどの
特殊な事情に
ついては、交通
費と特殊な部
分にかかる医
療費助成創設
の検討を行うこ
と。

上記の事業と
同様、産後も札
幌や旭川の病
院にいなけれ
ばならないなど
の特殊事情に
対して、助成制
度創設の検討
を行うこと。

出産に係る費用を助成することにより、妊産婦家
庭の経済的負担を軽減し、子育て支援が図られ
た。
(実績値が指標値を下回った理由)
・出生数が想定より減少したため。

妊婦一般健康診査等交通費補助金：1,327,320円
申請者数　110人
補助対象回数　健康診査 1,133回／出産準備 96
回

申請者数　104人
補助対象回数　104回

産後1箇月健康診査補助金：520,000円

産後１箇月の健診に係る費用を助成することによ
り、対象家庭の経済的負担を軽減し、子育て支援
が図られた。
(実績値が指標値を下回った理由)
・出生数が想定より減少したため。

事業の継続

子育て支援には必要な施
設であり、リピーターが増え
るような魅力ある行事等を
考えて行くことが大事であ
る。

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

町内全ての保育所において
も多子軽減を実施している
が、今後も継続して実施し
子育て支援を進める。

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

民間保育所に通所している低年齢児(0～2歳児)及
び多子世帯の保護者に対し、保育料の負担軽減
のため助成したことにより子育て支援対策の充実
が図られた。

民間保育園利用者補助金　13,849,300円 保護者48名(48世帯)

3,895組　(親3,411名　　子4,433名)

臨時職員賃金　2383,396円    旅　費　　32,000円
需用費　　　　　　 381,291円   負担金　  10,000円
償還金　　　　　　 944,000円
共済費　　　　　　 377,377円
役務費　　　　　　 115,175円
報償費　　　　　　　86,400円
委託料　　　　　　　22,568円

少子化の影響等で利用者数は減っているものの、
センターの各種行事や育児相談、利用者が必要
な情報の提供及び助言を行うことで、地域の子育
て支援センターとしての役割は果たせた。

事業の継続

今後も引き続き補助対象者
に対し制度の周知をするこ
とで、今までどおり対象者全
てが申請するよう事業を進
めていく。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

子育て支援には必要な事
業であり、緊急的なセーフ
ティーネットとしての役割を
担う必要がある。

指標値を達成
し事業効果が
あった

保護者の就労形態の多様化に伴う一時的な保育
又は保護者の疾病や家族の疾病による付き添い
等緊急時の一時的な保育のため、一時預かり事
業を行うことにより、児童の福祉の向上が図られ
た。

臨時職員賃金　　　3,268,789円 利用児  3歳児未満　　439日
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本事業終了後における実績値

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

7
エンゼルサポート１２０
事業

乳幼児を扶養している子育て世帯の保護
者に対して、美幌町指定ごみ袋を支給する
ことにより、世帯の経済的負担を軽減し、
子育てを支援

No

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２７実績値 Ｈ２８実績値 事業効果

6 医師確保対策事業
　民間の医師紹介サイト等を活用すること
で常勤医師の招聘を行い、医療の充実を
図る。

8 子育て支援対策事業

０歳児から２歳児までの民間保育所利用
者に対し、保育料(町立保育所との差額分)
を支援。また、平成２８年度から更に多子
軽減も実施し支援の拡大を行う。

9
地域子育て支援セン
ター事業

乳幼児の保育に関する相談に応じ、必要
な情報の提供及び助言を行うとともに、子
育てサークルへの支援等を行う。

10 一時預かり事業

保護者や家族の病気、不定期に仕事をす
るなど、家庭での保育が困難になったとき
に、満１歳児以上就学前までの子を一時
的に預かる。
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⑨
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実績額
予算額

②

事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業につい
てはその理由（原因）等についても記載願いま

す

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記載願い

ます
指標値に対するH28実績値の内容

事業の評価
外部有識者か

らの意見

担
当
Ｇ

本事業終了後における実績値

No

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２７実績値 Ｈ２８実績値 事業効果

H27年度 29,487,241 指標① 学童保育所利用者数 140 名 H29.3 148 153

指標②

H28年度 31,410,703 指標③

H29年度 32,339,000 指標① 学童保育所利用者数 140 名 Ｈ30.3

H27年度 7,889,211 指標① 商品券利用率 95 ％ Ｈ29.3 99.2 99.9

指標②

H28年度 2,248,000 指標③

H29年度 3,000,000 指標① 商品券利用率 95 ％ Ｈ30.3

H27年度 29,600 指標① 補助対象者数 20 人 H29.3 3 7

指標②

H28年度 53,300 指標③

H29年度 200,000 指標① 補助対象者数 20 人 H30.3

H27年度 24,886,968 指標①
乳幼児医療費受給者

数
（医療証の受給者数）

869 人 H29.3 897 882

指標②

H28年度 23,968,327 指標③

H29年度 26,811,000 指標①
乳幼児医療費受給者数

（医療証の受給者数）
811 人 H30.3

指標値を達成し
事業効果があっ
た

指標値を達成
し事業効果が
あった

保護者アン
ケートにおい
て、６年生まで
の受け入れを
行って欲しいと
いう要望が多
ければ、対応に
向けた検討を
行うこと。

美幌小学校　　56名
東陽小学校　　64名
旭小学校　　　 33名

臨時・嘱託賃金　25,495,246円
共済費　　　　　　　3,464,647円
需用費　　　　　　　1,941,516円
役務費　　　　　　　　306,725円
委託料　　　　　　　　195,069円
旅費　　　　　　　　　　　7,500円

保護者が昼間就労・留守などにより保育が出来な
い小学生の児童の健全育成と福祉増進を図られ
た。

事業の継続

　小学生以下　879人
　中学生　　　      3人

　消耗品費　　　　   46,653円
　印刷製本費　　 　 68,040円
　扶助費　　　   23,853,634円

病気やケガ等により、病（医）院への受診者が増え
たため。（子どもの実数が増えた訳ではない。）

煙草の害から
子どもの健康を
守ることについ
ては賛同する
が、本人の意
志によるものが
大きいもの対
し、補助金出し
てまでこの事業
を実施すること
には疑問を感じ
る。
また、補助を受
けた実施者に
は、広報などで
その過程やメ
リットなどの体
験談を語っても
らうなどの責務
を課し、ＰＲ推
進になってもら
うとともに、喫
煙に戻らないよ
うな対策の検
討を行うこと。

子育て世帯の喫煙者へ禁煙を促し、治療者本人と
家族の受動喫煙による健康被害を防いだ。また、
母子手帳交付時に喫煙の影響と補助事業の説明
などにより禁煙への動機付けと啓発が図られた。
（実績値が指標値を下回った理由）
・補助対象となる若い世代は健康に対する関心が
低く、習慣的な喫煙者の多くは依存症であり、禁煙
の動機付けが難しい。禁煙促進には地域全体とし
て禁煙意識の醸成が必要であり、長期的な取り組
みが必要。

子育て世代禁煙サポート補助金：53,300円 補助者数７名(＠7,614円)＊上限10,000円

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

①高校生以下の子どもを養育している方
　プレミアム率55%の商品券5,500円（スマッ
ピーカードチャージ額10,000円）×743セット
②18歳以上30歳未満の若者
　プレミアム率55%の商品券5,500円（スマッ
ピーカードチャージ額10,000円）×157セット
↓
高校生以下の子どもを養育している世帯
に対し、プレミアム率50％の商品券を発
行。（スマッピーカードチャージ額10,000円
で5,000円分の商品券）

プレミアム商品
券を希望する
子育て世帯が
手に入れられ
るような事業内
容の検討を行う
こと。

乳幼児の保健福祉向上及
び子育て世帯の経済的支
援を長期的に要望する住民
意向があるため。

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

依存症対策は本人の強い
意志と支援が効果的に実施
されることが必要であり、長
期間にわたる取り組みを要
する。
補助申請者は増加してきて
いることから、あらゆる機会
を通じて喫煙がもたらす健
康被害や禁煙についての
啓発を継続して行う。
（取組内容予定）
・幼稚園、保育所等の子育
て支援機関、図書館、社会
教育施設でのポスター掲示
やチラシ配布はもとより、妊
娠届出時、乳幼児健診、妊
婦教室や両親学級、特定健
診、がん検診時での周知
・健康教育、地域での講
話、町のイベント会場にお
いて周知
・町内小学校６年生を対象
とするたばこの健康教育の
実施
・町内民間事業所訪問によ
る周知など実施している
が、今後も機会を捉えさら
に周知徹底していく。
↓
依存症対策は本人の強い
意志と支援が効果的に実施
されることが必要であり、長
期間にわたる取り組みを要
する。
喫煙は本人の健康に与える
影響だけでなく、周囲にいる
人への受動喫煙が課題と
なっており、受動喫煙対策
は町としても重点的な取り
組みとして、対策を実施して
いきたいと考えている。
今後とも、各種健康診査や
出前講座、広報やチラシの
配付等により当事業の周知
を図っていく。
禁煙成功者には、定期的に
アンケート調査を実施し、支
援を継続して行っている。
禁煙のメリットについていた
だいた意見は、広報への掲
載や、チラシを作成して配
付、庁舎等に掲示する等を
実施しながら効果について
町民に周知を図っている。

指標値を下
回ったものの事
業効果があっ
た（見込める）

指標値を達成
し事業効果が
あった

今後も小1の壁や待機児童
をつくらないことが大事であ
る。
↓
昼間働く保護者が増えてい
る傾向であり、児童の健全
な育成のために必要な事業
である。また、アンケートの
結果により学年拡大実施の
要望はあるため、実施に向
けて検討中である。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

商店街の活性化により、商
工業者の所得向上が図ら
れるとともに、子育て世帯へ
の支援により、経済的負担
の軽減が図られるため。

指標値を達成
し事業効果が
あった

町内商店の利用を促すため、プレミアム商品券を
発行。
99.9％の利用率からも、十分な消費喚起及び子育
て世帯等への支援が図られた。

子育て世帯等応援事業補助金 ： 2,248,000円

12

子育て世帯・若年者支
援対策事業
↓
子育て世帯応援事業

児
童
支
援
担
当

商
工
担
当

健
康
推
進
担
当

民
生
担
当

11
放課後児童健全育成事
業

保護者が昼間就労・留守などにより保育が
出来ない小学生の児童を対象に、適正な
遊び場及び生活の場を与え、児童の健全
育成と福祉増進を図る。

15
乳幼児等医療費助成制
度

乳幼児等の医療費に対し、保険制度が７
割（８割）・北海道が１割（２割）・美幌町が
０．５割を負担し、保健の向上と福祉の増
進及び子育て世帯への経済的支援を行
う。

14
子育て世帯禁煙サポー
ト補助事業

禁煙の取組を促し、たばこの害から治療者
本人及び同居する子どもの健康を守るた
め、子育て世帯の喫煙者に対し、禁煙治療
に要する費用の一部を補助


